
四
月
十
五
日
及
十
二
月
十
一
日
ノ
両
度
生
徒
成
績
品
ヲ
差
出
ス
ヘ
キ
旨
東
園

雑
件 メ

難
シ

二
今
後
直
チ
ニ
高
等
小
學
卒
業
ノ
者
ヲ
取
リ
テ
技
藝
ノ
初
歩
敦
育
卜
共
二
本

校
二
於
イ
テ
普
通
學
ヲ
併
セ
数
フ
レ
コ
ト
ヲ
得
ベ
キ
方
法
ヲ
設
ケ
サ
ル
ヘ
カ

宜
シ
ク
三
四
學
年
ノ
応
麟
い
ヲ
本
校
課
程
中
二
新
設
ス
ベ
キ
必
要
ア

建
築
科
ハ
本
校
開
設
以
来
規
則
中
二
在
リ
テ
賓
ハ
コ
レ
ヲ
欠
ク
コ
ト
久
シ

而
シ
テ
現
今
ノ
園
按
科
中
二
建
築
装
飾
ヲ
兼
修
セ
シ
ム
ト
イ
ヘ
ド
モ
固
ョ
リ

〔解
説
7

〕

宜
シ
ク
建
築
装
飾
科
ト
シ
テ
新
二
設
備
ヲ
全
ウ
ス

完
全
ナ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ

ベ
キ
必
要
ア
リ

本
校
卒
業
生
ノ
園
聾
敦
員
タ
ル
モ
ノ
比
年
漸
ク
諸
學
校
二
需
要
セ
ラ
レ
テ
未

ダ
遥
ニ
コ
レ
ヲ
充
タ
ス
ニ
足
ラ
ス
将
来
本
校
二
於
ケ
ル
岡
画
講
習
科
ヲ
擦

張
シ
テ
コ
レ
ニ
應
ス
ル
ヲ
要
ス

石
材
彫
刻
ノ
赦
室
ハ
未
夕
宜
際
二
施
設
セ
ザ
ル
ヲ
以
テ
次
年
ョ
リ
コ
レ
ヲ
設

ク
ル
必
要
ア
リ

校
舎
ノ
狭
溢
卜
不
適
嘗
ト
ハ
前
項
設
備
ノ
中
二
記
ッ
タ
ル
如
ク
ナ
ル
ヲ
以
テ

校
舎
改
築
ノ
必
要
ハ
年
ヲ
逐
フ
テ
迫
リ
来
ル
ヲ
認
ム

本
校
ニ
ハ
未
ダ
雨
天
体
操
場
ノ
設
ナ
シ
｛
且
シ
ク
速
二
設
置
ヲ
要
ス

圏
書
標
本
等
ハ
殊
二
未
ダ
不
備
ナ
ル
ヲ
以
テ
漸
々
増
備
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ

助
赦
授
ノ
不
足
ハ
赦
課
上
最
欠
典
ト
ス
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
充
ス
ガ
為

メ
ニ
費
用
ノ
定
額
ヲ
増
ス
ヲ
必
要
ト
ス

従
来
學
生
費
ノ
少
額
ナ
ル
ガ
為
メ
ニ
生
徒
ヲ
シ
テ
修
學
旅
行
ヲ
為
サ
シ
ム
ル

従
ヒ
テ
質
際
ノ
見
聞
ヲ
廣
ク
ッ
テ
良
績
ヲ
畢
ゲ
ッ

由
リ
テ
其
増
額
ノ
必
要
ヲ
認
ム

コ
ト
充
分
ナ
ル
能
ハ
ス

リ ラ
ズ

と
記
さ
れ
て
い
る
。

侍
従
本
校
二
臨
｀
｀
ヽ
テ
相
逹
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
差
出
シ
テ

供
シ
タ
リ

研
究
生
宜
地
練
習
ノ
材
料
二
資
セ
ム
カ
為
大
阪
府
滋
賀
縣
及
廣
島
縣
二
於
ケ

〔解
説

9
〕

ル
図
費
修
繕
ノ
事
業
ヲ
引
受
ケ
次
年
二
於
イ
テ
コ
レ
ニ
従
事
セ
ム
ト
ス
ル
準

備
ヲ
成
シ
タ
リ

塑
造
科
新
設

明
治
三
十
二
年
九
月
、
彫
刻
科
中
に
塑
造
科
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
年
五

月

一
日
の
『
官
報
』
所
載
文
部
省
告
示
第
六
十
号
に

「
東
京
美
術
學
校
學
科
彫
刻
科
中
に
塑
造
科
を
加
へ
九
月
よ
り
授
業
を
開
始
す
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、

『
東
京
美
術
学
校
一
覧
立
虹
麟
芸
立
誌
』
所
載
「
沿
革
」
に

「
三
十
二
年
九
月
彫
刻
科
中
二
塑
造
科
ヲ
新
設
シ
又
木
彫
科
ノ
｛烏
生
ハ
塑
土
ヲ
以
テ

學
習
セ
シ
ム
」

そ
れ
以
前
の
彫
刻
科
内
に
は
制
度
上
木
彫
科
、
石
彫
科
、
牙
角
彫
刻
科
の
区
分
が
あ

り、

今
回
こ
れ
に
塑
造
科
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
石
彫
科
と
牙
角
彫
刻
科
は
有
名

無
実
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
事
実
上
は
木
彫
科
と
塑
造
科
に

二
分
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。な

お
、
塑
造
科
設
置
に
伴
い
、
翌
三
十
三
年
十
月
に
次
の
内
規
が
設
け
ら
れ
た
。

解

説

〔解
説
8

〕

天
覧
ニ
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こ
の
塑
造
科
設
置
に
よ
り
大
村
西
崖
、
白
井
雨
山
を
中
心
と
す
る
彫
刻
教
育
改
革
運

動
（
本
書
第
一
巻
3521358
頁
）
は
漸
く
そ
の
目
的
を
達
し
た
。
『
雨
山
先
生
遣
作
集
』

（
昭
和
四
年
大
矢
寧
明
編
集
発
行
）
に
は
設
置
を
促
進
す
る
た
め
に
校
長
を
通
じ
て
文

部
省
に
建
白
し
た
意
見
書
（
原
本
所
在
不
明
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
設
置
の
趣
旨
が

明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
左
に
こ
れ
を
転
載
す
る
。

小
生
俯
々
我
彫
刻
界
の
現
況
を
考
察
致
候
に
、
其
趨
勢
篤
宜
に
煩
き
、
従
来
我
彫

刻
の
模
範
と
も
見
倣
し
候
佛
像
の
如
き
も
、
其
彫
法
全
く
非
寓
質
的
な
る
が
為
め
、

斯
道
に
志
あ
る
も
の
今
日
と
な
り
て
は
、
左
ま
で
既
重
の
標
本
と
も
思
惟
不
致
。
反

之
西
洋
の
彫
刻
物
と
し
云
へ
ば
、
之
を
尊
重
す
る
餘
、
そ
が
些
細
な
る
窯
員
に
至
ま

で
も
争
ふ
て
之
を
購
ひ
、
常
に
之
を
座
右
に
置
て
参
考
の
用
に
致
し
候
。
右
は
獨
り

西
洋
彫
刻
家
の
み
な
ら
ず
、
我
従
来
の
彫
刻
家
に
至
る
ま
で
皆
斯
る
次
第
な
る
こ
と

は
、
宜
に
斯
界
今
日
の
有
様
に
御
座
候
。
時
運
既
に
如
斯
、
諸
つ
て
隧
所
々
々
に
於

て
開
會
致
候
彫
刻
諸
會
に
出
陳
致
す
作
品
の
如
き
も
、
年
を
逐
ふ
て
宜
宜
的
の
も
の

と
相
成
候
は
、
不
可
争
の
事
賀
に
御
座
候
。
是
果
し
て
彫
刻
界
に
取
り
て
可
喜
現
象

（
『
明
治
三
十
五
年
現
行
東
京
美
術
学
校
処
務
規
定
及
心
得
』
）

慮
分
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

塑
造
成
績
品
慮
分
規
程
明
治
三
十―
―一
年
十
月
二
日
改
定

一
彫
刻
科
各
生
徒
塑
造
成
績
品
ノ
内
優
等
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
石
竹
二
取
ラ
シ
メ
學
年

末
試
験
採
黙
ノ
用
二
供
ス

但
シ
右
二
用
ヰ
ル
石
竹
ハ
宜
験
用
材
料
ョ
リ
之
ヲ
給
ス

一
前
條
石
脊
二
取
ラ
シ
ム
ル
物
ハ
凡
生
徒
一
人
二
付
一
學
年
煎
個
ヲ
以
テ
定
準
ト
ス

一
生
徒
學
年
末
二
於
テ
其
學
年
中
自
己
ノ
製
作
二
係
ル
石
竹
成
絞
品
ノ
彿
下
ヲ
望
ム

時
ハ
材
料
代
債
ヲ
以
テ
彿
下
グ
ベ
シ

但
シ
學
年
末
二
於
テ
本
文
ノ
請
求
ナ
キ
石
行
成
績
品
ハ
其
時
二
臨
ミ
適
宜
之
ヲ

か
、
将
た
可
嘆
兆
候
か
と
云
ふ
に
、
寧
ろ
大
に
可
喜
事
に
し
て
、
正
に
斯
界
の
一
進

境
に
逹
せ
し
も
の
た
る
の
み
な
ら
ず
、
斯
く
相
成
候
は
自
然
の
勢
に
し
て
、
賂
来
遂

に
愈
々
此
方
面
に
向
つ
て
進
歩
致
候
は
、
亦
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
宜
と
被
存
候
。
そ

は
叉
如
何
な
る
故
か
と
申
候
に
、
由
来
我
彫
刻
品
は
こ
れ
を
西
洋
の
作
品
に
比
す
れ

ば
、
極
め
て
幼
稚
な
る
も
の
に
し
て
、
其
手
法
の
如
き
も
頗
る
不
完
全
た
る
こ
と
を

免
れ
ず
候
得
ば
、
一
般
の
人
々
が
漸
く
精
細
な
る
観
察
力
を
備
ふ
る
の
今
日
に
至
り

て
は
、
斯
か
る
幼
稚
な
る
彫
刻
物
に
て
は
到
低
滴
足
不
致
、
随
つ
て
自
然
範
を
西
洋

の
作
品
に
取
る
の
傾
向
と
相
成
次
第
に
御
座
候
。
然
ら
ば
寓
宜
的
の
も
の
が
美
術
の

員
意
に
合
ふ
も
の
な
り
や
と
云
は
ゞ
、
そ
は
誰
人
も
首
肯
せ
ざ
る
所
加
之
美
術
は
各

國
特
殊
の
趣
味
あ
り
て
、
美
術
の
貴
き
所
以
は
全
く
此
殊
風
の
存
す
る
が
故
な
り
。

然
る
に
西
洋
の
彫
刻
法
に
倣
ひ
て
粘
土
を
使
用
せ
ん
か
是
れ
我
の
特
風
を
捨
て
4
彼

の
奴
隷
と
な
る
も
の
な
り
な
ど
と
心
得
ら
る
4
人
も
有
之
候
得
共
、
そ
は
物
に
よ
る

こ
と
に
て
、
彫
刻
材
儒
の
上
に
就
て
は
無
用
の
謬
見
と
被
存
候
。
以
上
陳
述
致
し
候

如
く
、
我
彫
刻
術
を
し
て
世
の
進
歩
と
共
に
狡
逹
せ
し
め
ん
に
は
、
是
非
共
窃
生
を

為
さ
ゞ
る
べ
か
ら
す
。
｛
為
生
を
な
さ
ん
に
は
勢
ひ
粘
土
を
使
用
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
、

如
此
に
し
て
始
め
て
彫
刻
教
育
の
完
全
を
期
す
る
こ
と
を
得
ら
る
べ
く
、
美
術
學
校

〔
マ
マ

〕

に
於
て
此
重
大
な
る
こ
と
を
等
閑
に
附
し
居
り
候
は
。
宜
に
彫
刻
教
育
上
の
一
大
鋏

黙
と
存
候
間
、
宜
し
く
速
に
之
を
決
行
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
笙
に
不
堪
候
。
且
つ
人

腔
の
骨
格
筋
肉
等
の
参
考
に
資
す
べ
き
彫
刻
物
は
、
我
邦
の
も
の
に
は
絶
て
無
之
候

故
、
西
洋
彫
刻
物
を
採
用
し
て
研
究
の

一
助
に
供
し
候
は
ゞ
、
是
亦
大
な
る
稗
盆
と

相
成
べ
く
と
存
候
。
文
汎
漫
に
し
て
意
を
盛
さ
ず
、
又
證
を
失
す
る
言
も
可
有
之
と

存
候
得
共
、
幸
ひ
に
其
罪
を
問
は
ず
、
唯
愚
意
の
存
す
る
所
を
御
諒
察
下
さ
れ
候
は

ゞ
、
難
有
被
存
候
。

新
設
さ
れ
た
塑
造
科
の
中
心
的
指
導
者
と
な
っ
た
の
は
長
沼
守
敬
で
あ
る
。
長
沼
は

こ
れ
よ
り
先
き
、
美
術
学
校
騒
動
直
後
の
明
治
三
十
一
年
七
月
十
一

日
に
西
洋
画
の
浅
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長沼守 敬

井
忠
と
一
緒
に
教
授
と
な
っ
た

が
、
そ
れ
は
大
村
西
崖
が
塑
造

科
設
置
準
備
の
一
環
と
し
て
と

っ
た
措
置
で
、
こ

の
こ
と
を
西

崖
は
自
著
『
東
洋
美
術
史
』

（
大
正
十
四
年
五
月
。
図
本
叢

刊
会
）
の
な
か
で
次
の
よ
う
に

言

っ
て
い
る
。

初
め
美
術
學
校
の
成
立
に
は
國
梓
保
存
の
意
味
を
含
ん
で
ゐ
た
為
に
、
西
洋
風
の

塑
造
は
入
れ
ず
、
日
本
の
古
彫
刻
を
本
と
し
た
数
育
で
、
専
ら
木
彫
で
あ
っ
た
。
然

る
に
是
よ
り
先
、
エ
部
大
學
の
美
術
部
に
伊
太
利
の
塑
造
家
ラ
グ
ウ
ザ
が
聘
せ
ら
れ

て
来
て
、
そ
の
数
を
受
け
た
者
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
妙
手
は
出
な
か
っ
た
が
、
明
治

二
十
年
に
伊
太
利
に
留
學
し
た
長
沼
守
敬
が
蹄
朝
し
て
、
始
め
て
洋
風
の
塑
造
を
能

〔
原
型
ヵ〕

く
し、

銅
像
の
模
を
造
つ
て
名
を
世
に
馳
せ
た
。

三
十
一
年
に
予
が
學
校
の
教
務
庶

務
を
管
掌
し
た
時
、
長
沼
を
薦
め
て
数
官
と
し
、
始
め
て
塑
造
科
を
置
い
た
の
が

「
モ
デ
ル
」
を
使
っ
て
｛
鳥
生
を
や
る
洋
風
塑
造
の
勃
興
す
る
本
を
成

し

た
の
で
あ

る。こ
れ
に
よ
っ
て
長
沼
が
選
ば
れ
た
の
は
塑
造
技
能
の
優
秀
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
長
沼
は
同
三
十
三
年

1

一月
十
七
日
に
は
早
く
も
辞
職
し
て
し
ま
い
、
藤
田

文
蔵
が
同
年
四
月
二
十
日
に
教
授
に
昇
格
し
て
後
を
継
い
だ
。
長
沼
は

こ
の
短
い
教
授

時
代
に
つ
い
て
回
想
記
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
辞
職
の
理
由
も
こ
こ
に

明
ら
か
で
あ
る
。

十
二
、
美
校
教
授
時
代

蹄
朝
し
て
見
る
と
丁
度
、
美
術
學
校
の
校
長
岡
倉
君
は
私
行
問
題
に
よ
つ
て
や
め

さ
せ
ら
れ
、
数
授
連
が

一
致
し
て
辞
職
す
る
し
な
い
と
い
ふ
例
の
大
騒
動
が
起
き
て

ゐ
た
。
お
話
し
し
な
か
っ
た
が
、
博
物
館
へ
入
る
為
一

旦
美
術
學
校
創
立
事
務
所
を

退
い
た
私
で
あ
っ
た
が
、
黒
田
清
輝
君
が
油
檜
主
任
の
頃
、
ま
た
美
術
學
校
へ
短
い

期
間
な
が
ら
復
職
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

復
職
の
動
機
が
又
宜
に
愛
つ
て
ゐ
る
、
少
し
精
し
く
話
さ
ね
ば
判
ら
ぬ
が
、
靖
國

神
社
の
境
内
の
大
村
盆
次
郎
の
銅
像
を
作
っ
た
大
熊
氏
廣
君
に
つ
い
て
は
こ
ん
な
話

が
あ
る
。
大
村
盆
次
郎
の
銅
像
を
大
熊
君
が
や
る
と
云
ふ
話
の
頃
、
彼
が
伊
太
利
へ

行
く
と
云
ふ
の
で
、
い
つ
迄
も
待
っ
諄
に
は
ゆ
か
ん
と
の
建
設
委
員
の
説
を
持
つ
て

原
田
直
次
郎
君
が
私
の
慮
を
訪
ね
、
ひ
と
つ
君
が
や
つ
て
み
な
い
か
と
話
し
た
の

で
、
直
接
大
熊
君
を
訪
ね
る
と
、
丁
度
三
菱
の
岩
崎
禰
太
郎
氏
の
銅
像
を
作
っ
て
ゐ

る
慮
で
あ
っ
た
が
、
私
が
率
直
に
、
君
が
若
し
や
れ
ん
で
快
く
譲
つ
て
呉
れ
る
な
ら

私
が
や
ら
う
で
は
な
い
か
と
云
ふ
と
、
彼
は
見
る
／
＼
顔
色
を
愛
へ
た
。
そ
の
為
で

あ
ら
う
か
、
そ
れ
以
後
彼
は
男
ら
し
く
も
な
く
方
々
へ
行
っ
て
は
私
の
害
に
な
る
や

う
な
事
を
し
や
ぺ
り
歩
い
た。

彼
は
美
術
學
校
の
教
授
に
な
り
た
く
て
た
ま
ら
ず
、
伊
藤
博
文
公
の
添
書
を
貰
つ

て
岡
倉
君
を
訪
ね
、
盛
に
運
動
し
た
の
だ
け
れ
ど
、
皆
は
彼
の
人
格
を
知
つ
て
ゐ
る

の
で
嫌
つ
て
入
れ
ま
い
と
す
る
が
、
何
し
ろ
伊
藤
公
の
添
書
の
あ
る
こ
と
と
て
一
概

に
断
り
切
れ
ず
、
美
術
學
校
の
教
授
連
が
作
戦
を
凝
ら
し
て
、
宜
は
此
方
に
も
う
長

沼
君
が
一
足
ち
が
ひ
で
入
っ
て
し
ま
っ
た
と
證
よ
く
拒
絶
し
て
、
さ
う
断
つ
て
置
い

て
か
ら
直
ぐ
光
雲
君
が
私
の
慮
へ
先
生
に
な
っ
て
呉
れ
と
頼
ん
で
来
た
次
第
で
あ

る
。
云
は
ゞ
大
熊
を
締
出
す
為
に
私
を
入
れ
た
と
い
う
謬
で
、
彼
に
は
何
と
も
氣
の

毒
な
次
第
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
伊
太
利
へ
行
く
に
つ
い
て
叉
退
い
た
の
で
あ
る
が
蹄
つ
て
み
る
と
此
の
大

騒
ぎ
な
の
で
、
う
つ
か
り
顔
も
出
せ
ん
と
じ
つ
と
し
て
ゐ
た
。
此
の
騒
動
で
岡
倉
君
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や
橋
本
雅
邦
君
が
學
校
を
退
き
、
女
子
高
等
師
範
學
校
の
校
長
を
し
て
ゐ
た
高
峯
秀

（
「
夫
」
）

雄
氏
が
、
美
術
學
校
の
校
長
心
得
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
兼
務
が
出
来
な
い

〔碩〕

の
で
博
物
館
の
理
事
を
し
て
ゐ
た
久
保
田
鼎
氏
が
高
峯
氏
に
代
つ
て
校
長
と
な
っ

た
。
久
保
田
氏
が
私
の
慮
へ
訪
ね
て
来
て
、
又
出
馬
を
懇
請
さ
れ
た
の
で
ま
た
美
校

〔
明
治
美
術
会
〕

に
復
職
し
た
。
こ
れ
は
明
治
美
術
協
會
の
相
談
の
結
果
で
、
洋
聾
の
方
は
黒
田
君
の

他
に
浅
井
忠
君
が
推
薦
さ
れ
、
彫
刻
に
は
私
が
推
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
私
が
初
め
て
美
術
學
校
に
塑
造
部
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
生
徒
逹

は
此
の
新
氣
運
に
興
味
を
以
て
、
木
彫
の
方
の
生
徒
な
ど
も
一
年
か
二
年
損
を
し
て

西
洋
彫
刻
の
方
へ
集
つ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
九
州
博
多
の
日
蓮
像
を
造

っ
た
木
彫
の
先
生
竹
内
久
一
君
は
、
大
分
私
を
妬
視
し
生
徒
の
足
留
め
な
ど
を
策
し

た
も
の
で
あ
る
。
高
村
光
雲
君
や
石
川
光
明
君
な
ど
は
私
と
親
友
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
ん
な
事
に
は
拘
泥
し
な
か
っ
た
。
光
雲
君
も
竹
内
君
の
小
心
粟
々
た
る
態
度
に
困

つ
て
、
や
つ
つ
け
ろ
と
も
云
っ
た
が
、
光
雲
君
を
数
授
に
推
薦
し
た
の
が
竹
内
君
な

の
で
さ
う
も
行
か
な
か
っ
た
。

私
は
此
の
時
の
美
術
學
校
入
り
は
教
授
の
格
で
高
等
官
六
等
年
俸
九
百
闘
で
、
浅

井
君
も
私
と
同
等
で
あ
っ
た
。
助
教
授
に
白
井
保
次
郎
君
が
ゐ
た
の
で
隔
日
に
出
勤

〔
長
沼

し
た
。
そ
の
時
分
の
生
徒
で
よ
く
出
来
た
も
の
に
朝
倉
文
夫
君
の
兄
渡
邊
長
男
、
水

自
筆
訂
正
本
で
は
削

除

〕

〔

長

沼

自

筆

訂

正

本

で

は

削

除

〕

谷
鐵
也
、
武
石
弘
三
郎
な
ど
が
あ
っ
た
。
渡
邊
君
は
世
間
で
非
常
に
有
名
に
な
っ
て

ゐ
る
廣
瀬
中
佐
や
乃
木
大
将
の
銅
像
を
作
っ
た
男
で
あ
る
。

自
分
は
助
数
授
の
白
井
君
と
あ
ま
り
意
見
が
合
は
な
か
っ
た
。
教
授
と
助
数
授
は

車
の
雨
輪
の
如
く
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、
意
見
が
合
は
な
く
て
は
と
、
後
任
助
教
授

に
近
藤
由
一
君
を
建
築
装
飾
の
技
術
上
校
長
に
推
薦
し
て
お
い
た
が
、
そ
れ
丈
け
の

理
由
で
白
井
君
を
追
出
す
繹
に
も
ゆ
か
ん
。

何
か
白
井
君
に
は
適
嘗
な
椅
子
を
見
つ

け
よ
う
と
思
っ
て
ゐ
た
。
白
井
君
に
到
し
て
は
校
長
の
久
保
田
鼎
氏
も
好
く
思
は
ず

何
れ
や
め
さ
せ
よ
う
と
私
に
約
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
事
情
が
表
面
化
し

て
来
る
と
、
久
保
田
氏
は
そ
ん
な
事
を
云
っ
た
覺
え
は
全
然
な
い
と
黒
田
君
に
話
し

た
。
そ
れ
で
私
は
校
長
の
二
枚
舌
を
憤
つ
て
、
あ
れ
程
私
に
云
つ
て
置
き
な
が
ら
今

更
そ
の
言
を
翻
す
と
は
不
都
合
で
は
な
い
か
、
と
詰
寄
る
と
、
言
は
ん
、
断
じ
て
云

ほ
ぬ
と
の
返
事
な
の
で
、
そ
ん
な
食
言
を
す
る
校
長
と
は
今
後
お
話
す
る
必
要
は
な

い
と
、
辟
表
を
提
出
し
て
仕
舞
っ
た
。
辞
表
を
出
し
て
間
も
な
く
、
あ
る
日
同
朋
町

の
江
戸
前
料
理
「
伊
豫
紋」

へ
ゆ
く
と
、
美
校
の
助
数
授
連
が
来
て
ゐ
て
、
あ
な
た

〔
長
沼
自
筆
訂
正
本
で
は
「
黒
田
」
〕

に
や
め
ら
れ
て
は
困
る
と
説
き
た
て
ら
れ
た
。
高
村
君
な
ど
心
配
し
て
わ
ざ
わ
ざ
私

の
家
へ
来
ら
れ
、
色
々
思
ひ
留
ま
る
や
う
に
宥
め
て
呉
れ
た
が
私
の
決
心
は
斐
ら
な

か
っ
た
。
私
は
馬
鹿
正
直
で
仲
々
き
か
ぬ
氣
の
性
分
な
の
で
、
こ
れ
で
一
生
に
は
随

分
損
を
し
た
と
云
へ
ば
云
へ
よ
う
。

前
後
す
る
が
、
文
展
第
一
回
の
彫
刻
の
審
査
員
は
竹
内
、
高
村
、
石
川
、
私
の
四

人
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
審
査
員
に
到
す
る
文
部
省
の
御
穐
と
い
ふ
の
は
、
文
部
大
臣

が
精
蓑
軒
で
洋
食
を
一
回
、
次
官
が
日
本
料
理
一
度
を
御
馳
走
し
て
呉
れ
る
丈
け
で

あ
っ
た
。
後
融
通
が
つ
く
や
う
に
な
っ
て
カ
フ
ス
釦
、
衿
止
め
な
ど
を
呉
れ
た
。

柳
澤
と
云
ふ
人
が
次
官
の
時
、
柳
橋
で
御
馳
走
さ
れ
た
。
そ
の
時
私
の
右
側
に
日

〔池〕

本
聾
の
下
村
観
山、

竹
内
栖
鳳
、
菊
地
芳
文
君
な
ど
が
ゐ
た
が
、
竹
内
久
一
君
は
酒

癖
が
悪
い
こ
と
と
て
雅
邦
の
一
弟
子
で
あ
る
観
山
君
の
目
の
前
で
、
雅
邦
の
悪
態
を

つ
い
た
。
観
山
君
も
亦
酒
癖
の
よ
か
ら
ぬ
こ
と
だ
か
ら
、
其
儘
無
事
に
演
む
道
理
が

な
い
、
竹
内
君
が
便
所
に
立
つ
と
そ
の
後
を
追
ひ
か
け
て
行
っ
て
、
い
き
な
り
拳
固

で
竹
内
君
を
撲
り
つ
け
た
か
ら
、
え
ら
い
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

翌
日
竹
内
君
は
私
に
會
つ
て
も
じ
ろ
り
と
白
眼
で
院
ん
だ
き
り
挨
拶
も
し
な
い
。

〔
か
ヵ
〕

生
徒
を
私
に
取
ら
れ
て
以
来
快
よ
ら
ず
思
っ
て
ゐ
た
彼
は
、
私
が
下
村
君
を
数
唆
し

た
も
の
と
邪
推
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

美
術
學
校
は
退
い
た
が
、
仕
事
は
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
あ
っ
た
。
私
の
後
は
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
藤
田
文
蔵
君
が
入
っ
た
。
教
授
と
し
て
の
在
職
二
年
未
満
で
あ
る
が
、

（
「
も
」
）

そ
れ
以
後
の
主
だ
っ
た
展
梵
會
、
博
翌
會
の
彫
刻
審
査
は
大
抵
や
っ
た
。
〔
下
略
〕

（
「
現
代
美
術
の
揺
藍
時
代
、
長
沼
守
敬
」
高
村
光
太
郎
編

9 第 1節 明 治 32年



第
二
年

塑
造
撰
科

第
一
年

杉
本
博

吉
川
貞
夫
、
山
本
恒

『
中
央
公
論
』
第
五
一
年
第
七
号
。
昭
和
十
一
年
七
月
一
日
。
）

明
治
三
十
二
年
九
月
の
新
学
期
（
学
年
始
め
）
よ
り
塑
造
科
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。

当
初
の
教
師
お
よ
び
担
当
は
後
出
「
東
京
美
術
学
校
々
長
及
教
員
一
覧
」
に
記
さ
れ
て

い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
な
お
詳
し
く
記
せ
ば
教
授
長
沼
守
敬
と
助
教
授
白
井
保
次
郎

（
雨
山
）
が
彫
刻
科
予
備
之
課
程
の
塑
造
と
塑
造
科
第
一
＼
第
四
年
級
の
指
辺
を
担
当

し
、
嘱
託
藤
田
文
蔵
お
よ
び
同
大
村
西
崖
、
助
手
黒
岩
倉
吉
（
淡
哉
）
が
彫
金
、
鍛

金
、
鋳
金
三
科
の
予
備
之
課
程
お
よ
び
第

一
S
第
四
年
級
の
塑
造
授
業
を
指
母
し
た
。

左
記
は
塑
造
科
発
足
後
間
も
な
い
頃
の
彫
刻
科
の
生
徒
姓
名
で
あ
る
。

第
三
年

高
村
光
太
郎
、
石
川
成
録
、
宮
原
顕
蔵

青
木
外
吉
、
本
保
義
太
郎
、
足
立
厚
実

船
井
登
久
太
郎
、
長
愛
之
、
石
井
徳
千
代
、
阿
部
光
治

遠
藤
忠
雄

武
石
弘
三
郎

堀
川
鼎

研
究
科
（
兼
修
者
も
含
む
。
）

〔
彫
金
の
誤
り
か
〕

木
沢
禎
翡
、
清
水
亀
蔵
四
紐
、
籾
井
菊
治
郎
野
咤
野
口
藤
三
郎
立
い
、

信
谷
友
三

誓

、
渡
辺
長
男
同
、
秋
山
要
治
木
彫
、
香
取
秀
治
郎
匹
鱈
、
松
原
源
蔵
木
彫
ヽ

香
田
麟

塑
造
科

第
一
年

第
二
年

島
宗
磨
瑳
雄
、
柴
野
健
作
、
細
谷
三
郎
、
山
本
筍
一

、
水
谷
鉄
也

第
四
年

第
三
年

木
彫
科

第
一
年

第
二
年

な
し
。

（
明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
日
発
行
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
立
虹
麟
芸
立
誌
』

る。）

に

ょ

と
こ
ろ
で
、
前
出
『
雨
山
先
生
遣
作
集
』
に
は
塑
造
科
設
置
の
翌
三
十
三
年
に
白
井

雨
山
が
全
国
の
中
学
校
そ
の
他
の
学
校
に
送
っ
た
勧
誘
書
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

も
原
本
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
資
料
的
価
値
は
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
左
に
転
載

す
る
。拝

啓
時
下
餘
寒
の
候
愈
御
多
詳
御
勤
務
の
段
奉
南
山
候
。
陳
者
我
東
京
美
術
學
校
に

於
て
、
昨
年
以
来
彫
刻
科
中
に
塑
造
の
科
を
新
設
致
さ
れ
候
慮
、
爾
来
生
徒
は
噌
加

し
来
り
、
定
に
近
来
彫
刻
数
育
の
一
進
歩
と
も
可
申
義
に
有
之
候
。
右
は
時
勢
の
進

歩
に
伴
ふ
必
然
の
現
象
に
は
候
得
共
、
創
設
日
猶
浅
き
と
、
普
く
世
間
に
流
布
せ
ざ

る
が
為
め
、
地
方
人
に
在
て
は
自
然
其
効
用
を
解
せ
ざ
る
向
も
往
々
可
有
之
と
存
候

に
付
て
は
、
大
客
塑
造
彫
刻
の
効
用
を
申
述
べ
御
参
考
に
供
し
猶
候
間
、
一
應
御
通

覧
下
さ
れ
、
御
地
方
各
學
校
生
徒
中
営
校
に
入
學
志
望
の
者
へ

、
可
然
御
披
露
被
下

賂
来
有
為
の
青
年
を
し
て
天
賦
の
技
能
を
登
揮
せ
し
む
る
様
、
御
勤
誘
被
成
下
候
は

ゞ
、
我
彫
刻
界
の
為
め
無
上
の
慶
事
に
有
之
候
間
、
此
段
偏
に
御
依
頼
申
上
候
。
敬

具。猶
附
て
申
上
饂
候
事
は
、
本
年
よ
り
入
學
規
程
も
別
紙
の
通
り
改
正
に
相
成
、
中
學

卒
業
の
者
は
無
試
瞼
に
て
瑕
入
學
を
許
さ
る
4
便
利
を
得
、
営
校
に
於
て
若
干
月
綸

霊
を
練
習
せ
し
め
た
る
上
、
本
入
學
を
許
可
せ
ら
る
4
義
に
有
之
。
此
若
干
月
と
申

す
は
ニ
ヶ
月
乃
至
三
ヶ
月
間
に
て
も
檜
驚
を
履
修
せ
し
め
、
常
人
に
於
て
果
し
て
美

術
上
の
思
想
を
有
す
る
や
否
や
を
認
定
す
る
ま
で
の
主
意
に
て
思
想
だ
に
認
め
ら
れ

候
は
ゞ
、
無
論
入
學
は
許
可
可
相
成
義
と
存
候
。

賂
又
各
科
志
望
の
者
一
般
へ
綸
霊
を
履
修
せ
し
め
候
所
以
は
捨
霊
は
各
藝
術
共
通
の

品“
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藝
に
し
て
、
之
を
以
て
思
想
の
有
無
を
判
定
致
す
事
最
も
適
嘗
の
方
法
な
る
か
故
に

有
之
候
。塑

造
彫
刻
の
効
用

一
、
塑
造
彫
刻
と
は
換
言
す
れ
ば
西
洋
彫
刻
に
し
て
主
と
し
て
泰
西
に
行
は
る
4
彫

刻
の
手
法
に
則
る
こ
と
。

一
、
塑
造
彫
刻
は
外
園
に
行
は
る
4
油
土
（
油
土
は
何
時
も
同
じ
軟
か
さ
の
度
合
を

保
ち
、
寒
暑
に
逢
ふ
も
會
て
堅
軟
の
度
を
斐
ず
る
こ
と
な
く
、
且
つ
敷
十
年
の
久

し
き
を
罷
る
も
絶
て
愛
化
あ
る
こ
と
な
し
）
、

及
普
通
の
粘
土
を
材
料
と
す
る
が

故
に
、
木
、
竹
、
牙
、
角
等
の
如
き
硬
材
と
異
り
添
削
自
在
に
し
て
彫
刻
研
究
に

最
上
の
材
た
る
こ
と
。

一
、
塑
造
一
た
び
成
る
の
後
に
於
て
は
、
之
を
石
育
型
に
脱
き
取
り
、
堅
質
の
も
の

と
な
し
、
以
て
鎧
造
、
木
彫
、
石
彫
其
他
諸
彫
刻
の
原
型
と
な
す
こ
と
。
但
し
油

土
は
如
此
に
し
て
幾
回
も
使
用
す
る
な
り
。

一
、
塑
土
は
以
上
の
如
き
材
質
な
る
を
以
て
、
添
削
噌
減
し
て
十
分
研
究
を
な
す
の

用
に
便
利
な
る
の
み
な
ら
す
、
禽
獣
、
魚
介
、
人
物
等
、
荀
く
も
窯
生
彫
刻
を
な

さ
ん
に
は
此
材
料
に
依
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ
と
。

一
、
近
時
肖
像
彫
刻
の
需
要
頓
に
増
加
し
来
り
し
が
、
之
が
原
型
は
皆
塑
土
を
以
て

作
為
す
る
こ
と
。

〔
マ
マ

〕

一
、
建
築
、
装
飾
、
其
他
諸
般
の
エ
藝
彫
刻
の
原
型
も
、
亦
皆
此
材
料
に
依
て
作
為

せ
ら
る
4
こ
と
。

要
之
塑
土
は
如
此
添
削
噌
減
自
在
の
材
な
る
を
以
て
、
金
石
、
牙
角
、
其
他
諸
般

の
彫
刻
を
為
す
に
は
、
皆
先
づ
此
材
に
よ
り
て
形
状
を
案
じ
、
意
匠
を
練
り
、
以
て

原
型
を
作
り
、
而
る
後
之
を
各
種
の
材
に
移
し
て
成
品
と
な
す
、
是
故
に
塑
造
彫
刻

は
各
種
彫
刻
の
本
源
に
し
て
、
亦
宜
に
之
が
母
た
り
、
荀
く
も
彫
刻
美
術
に
従
事
す

る
も
の
は
、
塑
造
を
習
得
し
て
原
型
を
作
為
せ
ば
、
斯
道
の
能
事
了
れ
り
と
云
ふ
も

胚
言
に
あ
ら
ず
。

以
上
述
ぺ
来
り
し
如
く
塑
土
は
彫
刻
至
利
至
便
の
材
な
る
か
故
に
、
近
来
東
京
の
如

き
は
木
彫
家
と
云
は
ず
、
錨
造
家
と
云
は
ず
、
石
彫
家
、
牙
角
家
、
乃
至
諸
工
藝
家

に
至
る
ま
で
、
皆
此
材
に
よ
っ
て
先
原
型
を
製
す
る
に
よ
り
、
形
欣
大
に
整
ひ
亦
昔

時
の
如
き
儒
格
姿
態
の
不
具
な
る
も
の
を
見
る
こ
と
な
し
、
他
方
に
在
り
て
も
殊
に

陶
磁
器
等
の
産
地
に
此
技
術
を
博
播
せ
し
む
る
時
は
其
効
盆
の
偉
大
な
る
こ
と
蓋
し

豫
想
の
外
に
あ
ら
ん
。

な
お
、
高
村
光
太
郎
は
父
光
雲
に
木
彫
を
学
ん
だ
の
ち
に
本
校
木
彫
科
に
入
学
し
た

が
、
彼
は
次
の
よ
う
な
回
想
記
を
残
し
て
い
る
。

〔
上
略
〕
私
は
明
治
三
十
年
、
十
五
歳
で
東
京
美
術
學
校
彫
刻
科
に
入
學
し
た
の
で

〔
予
備
之
課
程
〕

あ
る
が
、
豫
科
を
一
年
す
ま
し
、
そ
れ
か
ら
彫
刻
科
一
年
と
な
り
、
二
年
の
時
だ
っ

た
か
に
彫
刻
科
が
木
彫
部
と
塑
造
部
と
に
別
れ
、
私
は
木
彫
部
の
生
徒
と
な
っ
た
。

す
る
と
二
年
の
終
り
か
三
年
頃
に
、
木
彫
部
で
も
人
腔
研
究
を
粘
土
で
や
る
必
要
が

あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
木
彫
の
外
に
油
土
で
モ
デ
ル
に
よ
る
塑
造
の
勉
強
が
は

じ
ま
っ
た
。
塑
造
部
と
同
じ
ゃ
う
な
部
屋
に
同
じ
ゃ
う
な
道
具
や
廻
轄
窒
が
備
へ
ら

れ
、
そ
こ
で
山
田
鬼
齋
先
生
を
搬
任
数
授
と
し
て
、
初
め
て
モ
デ
ル
を
使
っ
た
。
こ

れ
が
彫
刻
科
が
モ
デ
ル
を
使
っ
た
最
初
で
あ
る
。
私
は
十
七
歳
、
同
級
の
生
徒
も
皆

十
代
か
二
十
歳
が
ら
み
の
青
年
七
人
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
大
に
皆
こ
の
勉
強
に
期

待
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
最
初
に
来
た
モ
デ
ル
は
四
十
歳
く
ら
ゐ
の
男
で
、
人
力
車

夫
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
裸
に
な
っ
て
モ
デ
ル
憂
に
立
っ
た
が
、
禅
を
し
た
ま
ま

で
あ
っ
た
。
先
生
は
居
ら
ず
生
徒
逹
に
は
文
句
を
い
ふ
櫂
利
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ

の
ま
ま
油
土
を
仕
事
豪
に

の
せ
て
一
尺
二
三
寸
の
塑
造
を
は
じ
め
た
。
ど
こ
か
ら
ど

う
作
れ
ば
い
い
の
か
指
導
者
が
一
人
も
居
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
山
田
先
生
が
紋
附

袴
で
や
っ
て
来
ら
れ
て
郡
屋
に
入
る
な
り
、
モ
デ
ル
の
車
夫
を
叱
り
と
ば
し
た
。
な

ぜ
揮
を
取
ら
ん
か
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
車
夫
は
お
菊
婆
さ
ん
〔
モ
デ
ル
周
旋
業
者
宮
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崎
キ
ク
ー
編
者
註
〕
と
の
約
束
で
は
こ
れ
で
い
い
ん
だ
と
言
ひ
張
る
。
先
生
は
、
こ

こ
は
學
校
だ
。
そ
ん
な
我
が
ま
ま
は
許
さ
ん
。
美
術
の
手
本
に
な
る
の
が
分
ら
ん

か
、
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
い
つ
て
、
い
や
お
う
言
は
せ
ぬ
勢
で
モ
デ
ル
を
や

つ
つ

け
た
。
車
夫
も
弱
っ
た
や
う
で
あ
っ
た
が
、
ぢ
や
、
い
よ
い
よ
お
開
帳
か
、
と
言
ひ

な
が
ら
禅
を
取
っ
て
モ
デ
ル
塁
に
立
っ
た
。
生
徒
逹
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
っ

て

皆
獣
り
か
へ
つ
て
ゐ
た
が
、
こ
れ
で
安
心
し
て
仕
事
に
か
か
っ
た
。
た
だ
こ
の
車
夫

が
今
日
ぎ
り
で
、
明
日
は
来
な
く
は
な
い
か
と
い
ふ
心
配
が
起
り
、
大
に
車
夫
に
サ

ー
ビ
ス
し
た
。
車
夫
は
翌
日
も
来
た
。
そ
れ
か
ら
ず
つ
と
美
術
學
校
の
モ
デ
ル
を
つ

づ
け
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
形
が
悪
く
、
出
つ
尻
の
ガ
ニ
股
で
、
頭

が
ひ
ど
く
大
き
か
っ
た
。
生
徒
逹
の
習
作
も
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
滑
稽
な
も
の
だ
っ
た
ら

う
が
、
自
分
逹
で
は
何
に
も
分
ら
ず
、
山
田
先
生
が
ど
う
い
ふ
数
迅
を
さ
れ
た
か
、

そ
れ
は
今
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
で
何
で
も
二
十
歳
ぐ
ら
ゐ
の
肥
っ
た
女
モ
デ

ル
が
来
て
皆
張
り
切
つ
て
勉
強
を
し
、
そ
の
習
作
を
一
同
が
學
校
の
石
膏
係
（
小
澤

松
五
郎
と
か
い
っ
た
人
）
に
頼
ん
で
石
行
に
と
つ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
そ
の
石
秤

型
が
七
罷
出
来
上
つ
て
ず
ら
り
と
妓
ん
だ
壮
観
は
み
ご
と
で
あ
っ
た
。
ま
っ
た
＜
漫

聾
以
上
の
滑
稽
さ
で
あ
っ
た
ら
う
。

私
は
そ
れ
か
ら
三
年
、
四
年
と
モ
デ
ル
の
勉
強
を
つ
づ
け
、
四
年
の
半
ば
か
ら
卒

業
製
作
に
か
か
っ
た
。
卒
業
後
も
研
究
科
と
い
ふ
の
に
籍
を
置
い
て
相
愛
ら
ず
學
校

に
通
つ
て
モ
デ
ル
を
使
っ
た
。
モ
デ
ル
は
大
て
い
一
週
間
に
一
人
入
れ
か
は
る
の

で
、
そ
の
間
に
使
っ
た
モ
デ
ル
の
敷
は
か
な
り
多
か
っ
た
。
男
も
あ
り
女
も
あ
っ
た

が
、
男
は
多
く
形
が
悪
か
っ
た
り
、
痩
せ
て
貧
弱
で
、
病
人
じ
み
て
ゐ
た
の
で
女
の

方
が
多
か
っ
た
。
今
日
か
ら
考
へ
る
と
ひ
ど
い
モ
デ
ル
ば
か
り
で
、
少
し
形
が
い
い

と
思
っ
た
の
は
二
人
か
三
人
で
あ
っ
た
。
中
に
一
人
や
せ
型
の
美
人
が
あ
り
、
生
徒

間
に
人
氣
が
あ
っ
た
の
で
、
よ
く
繰
り
か
へ
し
て
使
っ
た
。
習
作
も
だ
ん
だ
ん
大
き

く
な
り
、
後
に
は
い
つ
で
も
等
身
大
の
を
作
っ
た
。
生
徒
が
使
ふ
油
土
の
星
も
か
な

り
の
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
會
計
課
が
熊
野
屋
と
い
ふ
輸
入
＿商
か
ら
イ
タ
リ
ヤ
産

の
も
の
を
取
り
寄
せ
た
。
数
室
の
媛
房
用
と
し
て
は
ト
タ
ン
製
の
コ
バ
ン
型
の
ス
ト

）
ヴ
を
使
ひ
、
石
炭
で
な
く
て
薪
を
使
っ
た
。
モ
デ
ル
の
ボ
ー
ズ
は
生
徒
間
で
相
談

し
て
き
め
、
先
生
は
火
曜
と
金
曜
と
に
来
て
、
批
評
し
た
り
、
直
し
た
り
し
た
。

山

田
鬼
齋
先
生
は
程
な
く
や
め
て
〔
鬼
齋
は
明
治
三
十
四
年
二
月
二
十
日
歿
ー
編
者

註〕
、
あ
と
は
黒
岩
淡
哉
先
生
、
白
井
雨
山
先
生
な
ど
と
い
ふ
方
々
が
う
け
も
た
れ

た
。
し
か
し
生
徒
逹
は
も
う
な
か
な
か
生
意
氣
に
な
っ
て
ゐ
て
、
先
生
の
い
ふ
こ
と

を
あ
ま
り
き
か
な
か
っ
た
。
私
は
獨
學
の
つ
も
り
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ロ
ン
の
カ
タ

ロ
グ
や
、
西
洋
の
美
術
雑
誌
の
挿
齋
の
彫
刻
の
窟
箕
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
も
と
よ

り
甚
だ
幼
稚
で
、
今
日
か
ら
見
る
と
つ
ま
ら
な
い
大
サ
ロ
ン
の
彫
刻
に
ひ
ど
く
感
心

し
た
り
、
物
語
性
の
あ
る
構
岡
に
深
遠
な
意
味
が
あ
る
や
う
に
思
っ
た
り
し
た
。
そ

し
て
目
の
前
に
あ
る
生
き
た
モ
デ
ル
が
さ
つ
ば
り
分
ら
ず
、
空
し
く
あ
は
れ
な
模
寓

の
や
う
な
寓
生
を
つ
づ
け
て
ゐ
た
。
女
の
腰
部
の
形
が
ど
う
し
て
も
つ
か
め
ず
、
骨

盤
の
前
上
棘
の
突
起
を
我
知
ら
ず
指
で
つ
つ
い
て
、
モ
デ
ル
に
き
や
あ
と
い
は
れ
た

こ
と
も
あ
る
。
今
考
へ
る
と
、
こ
れ
は
分
ら
う
筈
が
な
い
。
分
ら
う
と
す
る
の
が
無

理
で
あ
る
。

私
は
そ
の
頃
十
代
の
若
者
で
あ
っ
た
が
、
身
を
持
す
る
こ
と
堅
固
で
、
お
し
や
れ

を
知
ら
ず
、
．
せ
い
た
く
を
知
ら
ず
、
酒
を
の
ま
ず
、
女
に
は
近
寄
ら
ず
、

ニ
キ
ビ
を

出
し
な
が
ら
、
た
だ
一
心
不
風
に
勉
強
に
熱
中
し
て
ゐ
た
。
そ
の
勉
強
と
い
ふ
の
が

書
物
と
か
語
學
と
か
、
た
だ
無
茶
苦
茶
な
木
彫
修
業
と
か
、
め
く
ら
減
法
な
モ
デ
ル

窯
生
と
か
い
ふ
こ
と
ば
か
り
で
、
生
き
て
ゐ
る
自
分
の
生
命
に
は
更
に
氣
づ
か
ず
、

人
間
と
し
て
は
頭
ば
か
り
の
勉
強
で
、
第
一

、
人
間
の
肉
開
へ
の
渇
望
な
ど
は
ま
る

で
な
か
っ
た
。
古
往
今
来
、
彫
刻
の
裸
像
が
こ
ん
な
に
あ
る
の
は
、
皆
人
間
の
肉
燈

へ
の
渇
望
、
性
本
能
か
ら
焚
す
る
食
ひ
入
る
や
う
な
、
貧
禁
な
、
悲
し
い
人
間
の
肉

饒
へ
の
慾
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
原
動
力
が
な
く
て
は
裸
像
な
ど
ほ
ん

と
に
作
れ
る
も
の
で
な
く
、
學
校
で
や
つ
て
ゐ
た
習
作
の
如
き
は
、
雛
人
形
に
も
及

ば
な
い
つ
く
り
物
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
氣
づ
か
ず
に
、
あ
あ
や
っ
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た
ら
、
か
う
や
っ
た
ら
と
迷
つ
て
ば
か
り
居
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
形
を
整
へ
た
り
、

意
匠
を
こ
ら
す
こ
と
だ
け
は
人
並
に
進
ん
で
ゐ
た
や
う
な
次
第
で
あ
る
。

結
局
、
美
術
學
校
に
在
籍
し
て
ゐ
た
間
の
勉
強
と
い
ふ
の
は
、
ま
っ
た
＜
彫
刻
以

前
の
、
そ
し
て
彫
刻
の
た
め
の
下
準
備
と
し
て
の
形
而
下
的
物
象
と
そ
の
論
理
的
追

及
の
勉
強
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
人
憫
は
作
っ
て
も
、
そ
れ
は
人
燈

の
標
本
に
外
な
ら
ず
、
解
剖
的
精
確
さ
と
か
、
輪
郭
線
の
美
し
さ
と
か
い
ふ
の
が
精

言
は
い
の
山
で
あ
っ
た
。

一
時
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
解
剖
研
究
の
話
な
ど
に
剌
戟
さ

れ
て
解
剖
に
熱
中
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
學
校
の
「
蘊
用
解
剖
學
」
の
講
義
は
久
米

桂
一
郎
先
生
の
受
持
だ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
で
き
ず
、
今
井
博
士
の
「
宜

用
解
剖
學
」

三
朋
本
を
座
右
に
猶
い
て
、
人
整
の
骨
、
腱
、
筋
肉
、
血
管
等
を
暗
記

し
た
し
、
又
嘗
時
の
一帝
大
の
解
剖
数
室
に
見
學
を
許
さ
れ
て
よ
く
通
っ
た
り
し
た
。

数
室
の
屍
臭
に
も
慣
れ
て
平
氣
に
な
っ
た
が
、
病
死
し
た
屍
盟
が
多
く
て
、
筋
肉
が

ペ
ち
ゃ
ん
こ
で
困
っ
た
。
ど
う
か
す
る
と
死
刑
に
な
っ
た
屍
骰
が
廻
つ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
、
こ
の
時
は
筋
肉
が
ま
だ
生
き
て
る
や
う
に
盛
り
上
つ
て
ゐ
る
の
で
、
目
の

さ
め
る
や
う
な
思
で
勉
強
し
た
。
そ
の
頃
は
、
人
間
の
首
を
粘
土
で
作
る
の
に
も
、

は
じ
め
頭
蓋
骨
を
作
っ
て
か
ら
、
そ
れ
に
腱
や
筋
肉
を
一
枚
づ
つ
著
け
て
い
つ
て
顔

面
に
す
る
や
う
な
こ
と
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。
頭
蓋
骨
だ
け
で
も
、
ほ
ぽ
そ
の
モ
デ

ル
じ
み
て
ゐ
る
の
が
を
か
し
か
っ
た
。

彫
刻
科
を
卒
業
し
て
研
究
科
に
籍
を
移
す
と
、
モ
デ
ル
代
を
生
徒
が
出
さ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
、
私
は
多
く
子
供
を
使
っ
た
。
料
金
が
半
額
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
子

供
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
で
は
、

「
玉
乗
り
の
子
供
」
の
群
像
を
作
っ
た
こ
と
を
お
ぼ

え
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
朝
早
く
、
浅
草
の
花
屋
敷
の
虎
を
篤
生
に
行
っ
て
ゐ
た
頃
、
玉

の
り
の
小
屋
で
行
は
れ
る
子
供
逹
の
練
習
の
残
酷
さ
を
見
て
、
公
憤
の
あ
ま
り
作
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
動
物
を
モ
デ
ル
に
す
れ
ば
モ
デ
ル
代
が
い
ら
な
い
の
で
、
よ
く

上
野
動
物
園
や
浅
草
の
花
屋
敷
に
時
間
よ
り
も
早
く
入
れ
て
も
ら
ひ
、
檻
の
そ
ば
で

お
客
の
来
な
い
う
ち
に
油
土
で
作
っ
た
。
象
、
獅
子
、
虎
、
熊
、
猪
、
鹿
、
鷲
、
鶴

な
ど
が
常
連
で
あ
っ
た
が
、
虎
に
は
油
断
を
す
る
と
よ
く
尿
を
ひ
つ
か
け
ら
れ
た
。

人
を
め
が
け
て
放
尿
す
る
癖
が
虎
に
は
あ
る
。
あ
の
頃
は
、
河
馬
も
駐
鳥
も
ペ
ン
ギ

ン
も
ワ
ー
ー
も
チ
ム

。ハ
ン
ジ
ー
も
居
な
か
っ
た
し
、
動
物
園
は
ず
つ
と
狭
か
っ
た
。
も

っ
と
以
前
に
は
入
口
の
向
側
に
道
路
を
へ
だ
て
て
土
牢
の
や
う
な
穴
が
あ
り
、
そ
こ

に
熊
が
ゐ
た
。

研
究
科
の
数
室
で
私
が
仕
事
を
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
へ
よ
く
岩
村
〔
透
〕
先
生
が
や

つ
て
来
て
私
の
彫
刻
を
見
た
り
、
外
人
の
参
観
者
を
引
つ
ば
つ
て
来
た
り
し
た
。
そ

の
岩
村
先
生
が
私
の
父
を
説
き
落
し
て
、
私
を
ア
メ
リ
カ
に
行
く
や
う
に
し
た
の
で

あ
っ
た
。
美
術
學
校
を
二
十
歳
で
卒
業
し
て
す
ぐ
研
究
科
に
移
っ
た
の
は
徴
兵
猶
豫

の
為
で
あ
っ
た
。
官
學
に
籍
を
置
け
ば
三
十
歳
位
ま
で
の
ば
せ
る
と
い
ふ
定
め
に
よ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
下
略
〕

（
高
村
光
太
郎
著
『
ア
ト
リ
ニ
に
て
』
昭
和
三
十
一
年
六
月
。
新
潮
社
）

〔
上
略
〕

美
術
學
校
が
始
つ
て
私
は
そ
こ
に
入
っ
た
が

、

正
木
〔
久
保
田
鼎
の
誤
り
—

|
編

者
註
〕
さ
ん
が
校
長
に
な
っ
て
暫
く
し
て
彫
刻
科
の
中
に
塑
造
科
を
設
け
る
こ
と
に

な
り
、
今
迄
一
緒
に
や
っ
て
ゐ
た
生
徒
が
木
彫
科
と
塑
造
科
に
分
れ
た
。
私
は
元
よ

り
木
彫
の
方
で
あ
る
。
木
彫
の
生
徒
は
同
時
に
塑
造
も
や
っ
た
が
、
塑
造
科
の
生
徒

の
方
は
塑
造
専
門
で
あ
っ
た
。
塑
造
科
の
方
の
先
生
は
長
沼
守
敬
先
生
で
あ
っ
た
。

こ
の
人
は
不
思
議
な
潔
癖
家
で
、
自
分
の
説
を
一
寸
で
も
曲
げ
な
い
で
直
ぐ
衝
突
す

〔
忽〕

る
か
ら
、
學
校
で
は
勿
ち
喧
嘩
を
し
て
了
っ
た
。
私
の
父
が
調
停
係
に
な
っ
て
ゐ
た

模
様
だ
が
、
最
後
に
は
到
頭
學
校
を
辞
め
て
了
っ
た
。
長
沼
先
生
は
油
土
を
イ
タ
リ

ア
か
ら
取
り
寄
せ
、
油
土
で
原
型
を
持
へ
る
の
は
そ
の
頃
か
ら
始
っ
た
の
で
あ
る
。

粘
土
は
後
に
な
っ
て
い
ぢ
り
始
め
た
の
で
、
そ
の
頃
は
ど
ん
な
大
き
な
も
の
で
も
油

士
を
使
っ
た
。
そ
れ
を
石
脊
に
と
つ
て
そ
れ
か
ら
三
本
コ
ム
バ
ス
と
針
と
で
石
な
ど

に
移
す
と
い
ふ
の
が
長
沼
先
生
の
や
り
方
で
あ
っ
た
。
長
沼
先
生
が
止
さ
れ
て
か
ら
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〔蔵〕

藤
田
文
三
さ
ん
が
教
授
に
な
っ
た
が
、
あ
の
人
の
仕
事
は
、
何
を
持
へ
て
も
同
じ
に

な
っ
て
了
ひ
、
非
常
に
癖
の
あ
る
彫
刻
で
、
幼
稚
で
餘
り
よ
く
な
い
。
大
府
如
オ
の

な
い
人
で
、
生
徒
を
甘
や
か
し
て
了
っ
た
。
長
沼
先
生
は
生
徒
に
は
厳
し
く
仕
事
も

箕
面
目
で
面
白
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
學
校
に
逍
つ
て
ゐ
る
老
人
の
首
な
ど
も
員
面
目

に
持
へ
て
あ
る
。
長
沼
先
生
は
非
常
に
藝
術
的
＿艮
心
が
あ
る
と
い
ふ
の
か
、
自
分
の

彫
刻
な
ど
は
駄
目
だ
と
い
ふ
の
で
、
日
本
中
の
銅
像
な
ど
は
皆
毀
れ
て
了
へ
ば
い
4

と
い
ふ
や
う
な
否
定
的
な
考
へ
方
に
な
っ
て
、
晩
年
は
彫
刻
を
諦
め
て
了
つ
て
自
然

を
友
と
し
て
居
る
の
を
理
想
と
し
、
彫
刻
界
と
交
る
の
を
厭
が
つ
て
居
ら
れ
た
や
う

で
あ
っ
た
。
営
時
の
塑
造
科
の
人
々
の
持
へ
て
ゐ
た
も
の
は
今
考
へ
る
と
サ
ロ
ン
の

彫
刻
の
や
う
な
も
の
だ
が
、
そ
の
頃
は
そ
れ
が
非
常
に
進
ん
だ
も
の
に
見
え
て
、
木

彫
の
方
は
時
代
に
遅
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
氣
が
し
て
ゐ
た
。
〔
下
略
〕

（
「
回
想
録
」
高
村
光
太
郎
『
美
術
』
二
巻
一
号
。
昭
和
二
十
年
一
月
）

こ
の
回
想
記
に
よ
る
と
、
長
沼
守
敬
の
授
業
で
は
裸
体
モ
デ
ル
を
使
用
し
、
イ
タ
リ

ャ
製
の
油
土
で
原
型
を
作
っ
て
石
膏
に
と
り
、
そ
れ
を
三
本
コ
ン
パ
ス
と
針
と
で
石
な

ど
に
移
す
と
い
う
彫
刻
法
を
教
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
石
膏
取
り
と
コ
ン
パ
ス
に
つ
い

て
は
長
沼
自
ら
も
前
出
「
現
代
美
術
の
揺
藍
時
代
、
長
沼
守
敬
」
の
中
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

美
術
學
校
で
は
常
時
、
誰
も
石
秤
の
取
り
方
を
知
ら
な
か
っ
た
。
私
は
助
手
を
使

つ
て
数
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
黒
岩
淡
哉
君
が
主
に
な
っ
て
石
膏
取
り
を
研
究
し

こ。t
 

〔奇〕

先
頃
交
通
の
危
禍
で
死
ん
だ
動
坂
の
宮
島
一
と
い
ふ
人
は
、
美
術
學
校
出
の
人
の

由
だ
っ
た
が
、
こ
の
人
は
石
秤
取
り
の
名
人
で
私
は
彼
に
の
み
頼
ん
だ
が
、
私
の
最

（「
も
」
）

後
の
銅
像
で
あ
る
藤
田
博
三
郎
氏
の
を
持
へ
た
時
は
、
東
京
か
ら
宮
島
君
を
わ
ざ
わ

ざ
大
阪
へ
呼
び
寄
せ
て
や
ら
せ
た
も
の
だ
。
宮
島
君
は
石
背
を
ほ
ん
の
少
し
し
か
使

2

規
程

（
「
東
京
美
術
学
校
規
則
」
、
現
行
内
規
抜
粋
）

は
ず
に
薄
く
よ
く
抜
い
た
。
そ
れ
に
支
へ
る
鐵
の
枠
な
ど
も
他
の
者
に
比
べ
る
と
細

い
の
を
少
し
し
か
使
は
ず
に
、
そ
の
技
は
堂
に
入
っ
た
も
の
で
、
人
に
習
つ
て
覺
え

た
と
い
ふ
よ
り
自
分
自
身
で
永
年
苦
心
研
究
の
結
果
、
此
の
道
に
通
逹
し
た
の
で
あ

ら
う
。
石
膏
を
出
来
上
っ
た
泥
の
彫
刻
に
蔀
く
覆
ぶ
せ
て
型
を
取
り
、
そ
れ
に
更
に

石
膏
を
流
し
込
む
時
、
石
脊
の
型
に
吸
は
し
て
、
後
か
ら
注
ぎ
込
む
石
脊
と
附
着
せ

〔
長
沼
自
筆
訂
正
本
で
は
「
灰
」
〕

ぬ
よ
う
、

一
般
に
牛
乳
か
石
灰
の
汁
を
使
ふ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
宮
島
君
は
マ
ル
セ

ル
石
鹸
に
少
し
オ
リ
ー
プ
油
を
入
れ
た
も
の
を
使
っ
て
ゐ
た
。
此
の
方
が
石
脊
の
型

に
早
く
吸
ひ
込
ま
れ
な
い
か
ら
時
間
的
に
永
く
保
つ
。

伊
太
利
で
は
小
さ
い
石
膏
を
や
る
時
は
抜
く
の
に
危
い
か
ら
、
内
面
を
寒
天
、
外

面
は
石
膏
の
二
重
に
し
て
や
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
宮
島
君
も
使
は
な
か
っ
た
や
う

だ。
そ
れ
か
ら
罪
オ
の
私
が
、
何
か
日
本
彫
刻
界
に
貢
獣
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
常
時
の
彫
刻
界
に
コ
ン
パ
ス
を
使
用
す
る
事
を
極
力
鼓
吹
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
営
時
、
日
本
で
は
誰
一
人
コ
ン
パ
ス
を
使
ふ
者
が
な
か
っ
た
。
名
人
光
雲

君
に
し
て
か
ら
が
之
を
知
ら
ず
、
自
分
で
習
ふ
事
も
エ
合
悪
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
そ
の
弟
子
の
米
原
雲
海
君
に
習
は
せ
て
ゐ
た
。
土
か
ら
や
る
塑
造
は
よ
い
や
う

な
も
の
4

石
や
木
な
ど
で
彫
る
場
合
輩
に
見
込
み
で
丈
け
や
る
と
、
材
が
足
り
な
く

な
っ
た
り
深
彫
り
し
た
り
す
る
失
敗
が
起
り
勝
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
コ
ン
パ
ス
で
三

つ
の
貼
を
取
り
、
比
例
を
測
定
し
て
か
ら
始
め
る
と
全
然
こ
の
失
敗
が
な
い
。
私
は

事
あ
る
毎
に
コ
ン
パ
ス
の
使
用
を
鼓
吹
し
、
東
京
彫
工
會
で
も
此
事
を
腹
々
喋
つ

た
。
〔
下
略
〕

彫
刻
科
で
油
土
に
代
わ
っ
て
粘
土
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
白
井
雨
山
の

留
学
帰
国
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
旧
頁

「十
五
年
前
の
美
術
学
校
生
活
」
参
照
）
。
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